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効率的かつ確実に事業推進
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上
北
台

箱
根
ケ
崎
の
延
伸
区

間
は

開
業
区
間
の
終
点
で
あ
る

上
北
台
駅
︵
東
大
和
市
上
北
台
１

丁
目
︶
か
ら
武
蔵
村
山
市
を
経
由

し

Ｊ
Ｒ
箱
根
ケ
崎
駅
付
近
︵
瑞

穂
町
箱
根
ケ
崎
︶
ま
で
を
結
ぶ
延

長
７


モ
ノ
レ

ル
の
支
柱


桁

駅
舎
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
部
は

道
路
構
造
物
と
な
る
た
め

道
路

を
管
理
す
る
東
京
都
建
設
局
が
整

備
主
体
と
な
る

ま
た

車
両
や

電
車
線

券
売
機
な
ど
の
運
行
・

経
営
に
必
要
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
外

部
は
多
摩
都
市
モ
ノ
レ

ル
が
整

備
主
体
に
な
る

新
青
梅
街
道
を

主
な
軌
道
の
導
入
空
間
と
し

箱

根
ケ
崎
駅
付
近
で
は
都
道
１
６
６

号
を
経
由
す
る

７
カ
所
の
駅
を

区
間
内
に
設
置
す
る

建
設
費
は

イ
ン
フ
ラ
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が
約
９
０
０
億
円


イ
ン
フ
ラ
外
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が
約
３
９
０
億
円

で

総
額
約
１
２
９
０
億
円
︵
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ず
れ
も
税
込
み
︶
を
予
定
す
る


　
東
京
都
北
多
摩
北
部
建
設
事
務

所
で
は


年
度
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工
事
第
一
課

に
道
路
モ
ノ
レ

ル
工
事
担
当
課

長
を
新
設
し
て
組
織
を
拡
充

モ

ノ
レ

ル
軌
道
構
造
物
の
支
柱
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地
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調
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レ
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路
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歩
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新
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梅
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
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
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

通
信
管
な
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
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Ｃ
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開
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２
層
目

ホ

ム
を

３
層
目
と
す
る
３
層
構
造
︵
︿
仮

称
﹀
№
１

６
駅
︶
を
計
画
す

る


　
沿
線
で
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

　―延伸整備に向けた組織体制は。
　「本年度に工事第一課に道路モノレ
ール工事担当課長を配置し、設計担当
を中心に組織を人に拡充した。前回
の上北台～多摩センター間の建設に携
わった職員もいるので、当時のノウハ
ウをフィードバックしていく。開業目
標の年代半ばを目指し、効率的か
つ確実に事業を推進していきたい」
　―取り組み状況について。
　「導入空間となる新青梅街道などを
拡幅するため、用地取得を精力的に進
めている。現在の用地取得率は６割程
度で、取得が完了した区間から埋設物
の移設を進めている。水道、下水道、
ガス、電気および通信線など各事業

者との調整が大切になる。また、沿道
に住む皆さまをはじめ、道路利用者の
方々の協力も不可欠なので、工事スケ
ジュールや交通規制などのきめ細か
な情報を広報できるよう、工夫してい
く」
　―建設企業へのメッセージを。
　「埋設物の移設工事や道路の切り回
し工事を先行して進め、次のステップ
として本格的に支柱や桁、駅舎の整備
が始まる。建設業界の皆さまには、調
査および設計や工事の実施など、事業
推進に協力をお願いしたい。開業に向
けて地域住民の期待も高まっており、
関係機関や沿線市町とも連携しながら
事業を推進していきたい」

　―延伸区間で会社が担当する役割
は。
　「手続き関係では、都市計画や環境
影響評価は都が、軌道法に関すること
は当社が主に担当する。また、施設整
備については、橋脚や桁などのインフ

ラ部は都が、車両や電気、通信設備な
どのインフラ外部は当社が担う。
年度に延伸推進室を設立して組織を強
化しており、これまでの維持管理のノ
ウハウを生かしていく」
　―取り組み状況を聞きたい。
　「年７月に申請した軌道事業特
許に関する業務をはじめ、施行認可や
その先を見据えた設計業務などを実施
している。年代半ばの開業に向けて
タイトな工程が想定されるが、都と協
力しながら効率的に進めていく。開業
後に多くの人に利用してもらえるよう
に、地域との連携にも力を入れて延伸
事業をＰＲしたい」
　―既設区間の維持管理について。
　「開業から年を迎え、施設の老朽
化が深刻化している。引き続き安心し
て利用してもらえるように計画的な施
設などの更新を行っている」
　―建設会社へのメッセージを。
　「地域にとって長年の悲願であるモ
ノレール延伸で、当社としても一日も
早い開業を目指したい。事業延長や事
業期間を考えると、目標時期までの開
業にはさまざまな工夫が必要で、建設
会社の協力をお願いしたい」
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
多
摩
都
市
モ
ノ
レ


ル
は
２
０
２
４
年
７
月
に
軌
道
法
に
基
づ
く
特
許
を
国
土
交
通
大
臣
に
申
請
し
た

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
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
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格
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